













































A Case Study on Play and Activities Deveroped in Kindergartens and Nuseries and Growth
 
of the Five Senses of Young Children
：Focusing on Records of Remarks of Teachers,Nursery Teachers and Infants in Play and Activity Siteations








































































































































































































































































































































































































































































Ｔ 「そうなん きれいな匂いって何 」
Ｉ児「ピッカピカの匂いなんよ、これって」
Ｉ児はＴの鼻に泡を近づけてくる。そして、その泡
がＴの鼻についた。
Ｔ 「ぴっかぴかの匂い、ふんわりの匂い」
Ｈ児「ピッカピカの匂い、いい 」自分の鼻につける。
場面４「あっちいこ～って言ってるよ」３歳児：10月
園庭で以前の運動会で４歳児が踊ったリズム遊びを
じっとみていたが、初めて関わった３歳児。
タフロンテープで作ったポンポンをもってリズムに
合わせて体を動かしている。音楽のリズムはやや早め
のテンポの曲であり、４歳児が踊った動きではなく、
自分たちでそのリズムに合わせて自然に体が動いてい
る。
Ｊ児は、両足でリズムの拍に合わせてピョンピョン
飛び跳ねている。動きはとてもリズミカルである。合
わせてポンポンも上下させている。
Ｋ児は、Ｊ児の動きを見ながら隣で同じような動き
をしているが、体を左右にも動かしている。上下に飛
び跳ねる動きと左右に揺れるような動きがある。
Ｋ児「なぁ、こっちきて」Ｊ児を自分の左側から右側
に来るように言い、手で場所を示す。
Ｊ児「なんで 」
Ｋ児「こっちきて 」
Ｊ児「え～ここがいい」やや不満気な表情をしている。
Ｋ児「ほら、このシャラ～ンってところ、ここでやっ
て」
Ｊ児は黙って、Ｋ児を見ている。
Ｔは２人の仲介に入ろうとするが、Ｊ児がじっと考
えている様子に気付き、介入を控えた。
曲が１回流れて、２回目に再開したとき、
Ｊ児「なぁ このシャラ～ンってところ、あっちいこ
～って鳴っとるよな」
Ｋ児「えっ 」
Ｋ児は、じっと動きを止めてラジカセのスピーカー
のとカーのところで聴く。
Ｋ児「ほんまじゃ～」
Ｊ児とＫ児はポンポンと揺らしながら、シャラ～ン
♪の音楽のところは、波打つように動いていた。
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付き、意識的にじっと聞き入ったり、眺めたりする。
また、無意識的に時空間に身を置き、過ごしているこ
ともある。遊びや生活の中に存在する音に対して幼児
の身体中の五感が受容体として働いているのである。
⑤身体を動かす遊びの場面：運動遊び
場面５は、リレー遊びの中で自分の身体を存分に動
かし、鼓動や体温が変化したり、汗が流れたりするこ
とを感じ取っていた場面である。
N児とL児は「めっちゃ、きもちえぇ～」、「ドキドキ
してきもちえぇ 」といい、「走っている自分」を心地
よく感じていた。このように２人は、爽快感を味わう
とともに自分の身体の変化を感じ取っていた。そして、
大の字になるように寝転がり、M児、L児、N児、保育
者の４人の「はぁ～」、「すぅ～」という深呼吸のペー
スが協応したのである。この瞬間、M児は「すっげぇ、
みんな同じじゃ」と気づき、L児は「息おんなじじゃ
きもちえぇ 」とその心地よさを言語化したので
ある。保育者もまた、自身が幼児の感じに共感したこ
とで、同じ仲間としてこの場に存在したのである。
幼児の遊びには終わりがない。いつまでも遊びを存
分に身体中で楽しむ(遊びきる)のである。そして、一
人ではなく仲間と保育者と喜びを共感し合うことで、
一層、楽しさは倍増する。この場面に見られるような
呼吸の「間」が合致することは、「いま・ここ」を仲間
とともに共有できる場面である。そのためには、保育
者が幼児の発言を敏感に感じ取ることのできる感性を
欠かすことはできない。保育者として一生磨き続けな
くてはならないのである。
これら５つの遊びや活動における幼児の姿には、い
ずれもその活動に夢中になり、没入していたところに
共通性がみられた。
日下・海老原(2004)は、泥だんご作りに夢中、没入
する幼児の姿を次のようにいう。
遊び手は、泥だんごに夢中になり、その制作に没
入し、意識を集中させ、身体全体で磨いていた。遊
び手は、この夢中・没入・集中によって現実世界か
ら離脱し、既成の自己を脱ぎ捨て、自由な世界に自
己を解放する。… (中略)… 遊び手は泥だんごにさ
わるときに、さわっている私に気づく。そのとき、
遊び手は、遊ぶ私の行為の対象としても存在してい
る。それは、かたちをもつ、世界の一部としての身
体であり、客体としての身体の理解を通じて、かた
ちある他者(どろだんご)の存在を理解する
このように、日下・海老原は泥だんごを作る中で、
自分という存在をその世界に開放し、自由な身体とな
った幼児の姿を「自由への離脱と没入」といい「泥だ
んごとの一体化」と捉えたのである。
さらに日下・海老原は「外部感覚としてのこの身体
(対象身体)と内部感覚としての主体身体は、同時に生
起する」という。つまり、幼児が自分の手で泥だんご
をつくるとき、泥だんごの感触を感じるだけでなく、
さわっている自分にも気づくのである。このとき、幼
児と泥だんごが互いに入り交じり、融合し、一体化し
ているのである。
こうした融合、一体化を生み出した契機は五感にあ
る。五感を通して泥だんごと自分の双方を感じ合うこ
とが単なる土の固まりであった泥だんごがいつしか愛
着のある存在へと変化するのである。これにより、私
とだんごは相互に‘今ここ’に存在するのである。ここに
場面５「きもちえぇ～」 ５歳児：11月
１年間を通して、かけっこ、リレー遊び、鬼ごっこ
など、「走る」という動作の遊びは多くある。その中で
もエンドレスリレー遊びという終わりのないリレー遊
びを幼児は好んで遊んでいる。チームは一応ある中で、
アンカー用のビフスも着用し、ゴールテープでのゴー
ルも幼児が取り入れてはいるが、そこでリレーが終わ
ることはない。
アンカービフスを付けた幼児もまたバドンを同じ
チームの幼児に渡し、ゴールテープがあってもまたバ
トンを渡している。遊びには５歳児の８名が関わって
いた。Ｌ児、Ｍ児、Ｎ児は同じチームでリレー遊びを
していた。バトンは延々と渡され、そのチームに加わっ
た保育者にも順番が来るとバトンは渡される。このエ
ンドレスリレー遊びが約10分程度、行われていた時、
保育者はバトンを５回受け取って走ったあと、
Ｔ 「ごめん～、ちょっとお茶飲んできていい 」
Ｍ児「えぇよ～」
Ｎ児「え～先生、だめじゃな もう疲れたん 」
Ｔ 「そうなんよ～５回も回ったらのど乾いて大
変 」
Ｎ児「先生、早くいってきて 」
Ｌ児「待っとるから 」
Ｔ 「わかった 」
幼児たちは、保育者がその場にいなくとも、バトン
を渡しながらリレーを続けていた。
保育者がお茶を飲んでリレー遊びの場に戻ったと
き、Ｎ児とＬ児は、保育者の方に走り寄ってきて「めっ
ちゃ、きもちえぇ～こんなにドキドキしてもきもち
えぇ 」と抱きついてきた。またＭ児は園庭に大の字
になるように寝転がり「わぁ 空気吸うとス～ッ
とするわ～」と空を眺めている。Ｍ児の様子をみて、
保育者もＮ児、Ｌ児も同じように寝転がり、大きな深
呼吸をした。そして、「はぁ～」「すぅ～」と呼吸をし
ているといつの間にか４人の呼吸は同じペースとなっ
た。
Ｍ児「すっげぇ、みんな同じじゃ」
Ｌ児「息おんなじじゃ きもちえぇ 」
と顔を見合わせていた。
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五感を育てることの教育的な意味があると考えられる。
さらに言えば、保育者は幼児が対象と触れ合った感じ
を引き出したり、自ら発した言葉を取り上げフィード
バックしたりする援助活動が必要であることが考えら
れた。
.まとめ
幼児期の教育において展開される五感を育てる教育
(遊び・活動)が幼児の成長に及ぼす影響を検討するこ
とを目的とした。
すなわち、幼児教育に携わる幼稚園教諭、保育士が
普段から実施する「五感」を育てることを企図した遊
び・活動における具体的な対話の場面を取り上げ、幼
児の五感を育てることの教育学的な意味を追求した。
具体的には、幼児期の教育において展開されている
五感を育てる遊びや活動が有する教育的な意味を保育
の指導における保育者と幼児の相互作用場面での発言
内容を中心に検討した。
幼児教育に携わっている保育者は、五感を育てるこ
とを大切にした遊びや活動を意図的に仕組んでいたこ
とが認められた。こうして設定された保育場面におけ
る保育者と幼児の発言内容を検討した結果、いずれの
場面においても幼児はそれぞれの遊びや活動に夢中に
なり、没入している姿が看守された。さらに、種々の
場面において、幼児は対象を感じ取るだけにとどまら
ず、対象と触れ合っている自分自身にも気づいていた
ことが考えられた。こうした関係性は幼児の五感が橋
渡しをしていることで生まれるものであり、ここに五
感を育てることの教育的な意味があるものと考えられ
た。
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